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芥川龍之介が 「奉教 人の死」 を発表 し、そ

こでこの一編が彼 の所蔵 す る 「き りしたん

版」の一冊、「れげんだ・お うれあ」に拠 ると

書いた ところ、彼が本 当にこの原本を所蔵 し

ていると感違 いした人が、五百円を送 ってそ

の原本の購入を申 し込 んだことをその後の小

品 「風変 りな作品二点に就 いて」の中で述べ

ているし、有名な話でもある。

最近の刊行書であればいざしらず、17-18世

紀に西欧で刊行された書であれば、その書名

や序文だけを走 り読み し、全 くの虚構の書 を、

学術専門書、学術調査報告、あるいは航海旅

行記な どと早合点し、 そのつ もりで本文 にあ

たってみ るとどうも合点がいかず、関係書誌

に も 見 当 た ら ず 、 あ れ や こ れ や 実 の な い 骨 折

り の 果 て や っ と そ の 書 の 正 体 を と ら え る こ と

が で き て ほ っ と す る こ と が と き た ま あ る 。

こ こ に 紹 介 す る 一 書 も そ の 類 で 、 ま ず そ の 標

題 を 記 せ ば 、"GRIGRI,/HISTOIREVERI・

TABLE/Traduite,duJaponnoisenPortu-/

gaisparDIDAQUEHADECZUCA,/

Compagnond'unMissionnairea/Yendo;&

duPortugaisen/FrangoisparI'Abb6de※

※ ※/Aum6nierd'unVaisseauHol-/1an-

dois./PREMIEREPARTIE./Derniere6di・

tionmoinscorrecte/quelespremieres./

Ridiculumacri./Fortius&meli自smagnas

pleurumquesecasres./Hor.Lib,Sat.10./
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(orllament)/ANANGAZAKI,/Del'Im-

prilneriedeKLNPORZENKRU,/seulIm・

primeurdutr6s・Auguste/Cubo。/L'andu

monde59749/"

(グ リ グ リ、 信 じ られ う る物 語 。 宣 教 師 デ

イ ダ ク ・ハ デ ク ズ カ に よ り江 戸 に お い て 日本

語 よ リポ ル トガ ル 語 に 翻 訳 さ れ 、 オ ラ ン ダ 船

乗 組 の 司 祭 ※ ※ ※ 師 に よ りポ ル トガ ル 語 よ り

フ ラ ン ス 語 に 翻 訳 さ れ た。 第 一 部 。 旧 版 を改

め た 新 版 。 「ホ ラ テ イ ウ ス 風 刺 詩 句 」。 ナ ン

ガ サ キ(長 崎?)の 公 方 様 の 最 も権 威 あ る 唯

一 の 印 刷 者 クル ン ポ ル ゼ ン ク ル の 印 刷 所 よ り

刊 行 。 世 界59749年 。)

勿 論 こ の 標 題 だ け で も、 例 え ば 刊 行 年 、 ポ

ル トガ ル 語 へ の 翻 訳 者 名 、 印 刷 者 名 な どに 作

為 的 な も の が 感 じ られ るが 、 そ れ に 続 く序 文 、

"PrefacedeDidaqueHadeczuca
,queron

trouveaIatetedesaTraductionPor・

tugaise"を た ど れ ば 次 の 記 事 に 出 会 う。"Je

traduisunAuteuraussiinconnuauPortugaI

queleCamoensrestaYendo,&j'enrichis

Lisbonnedesrichessesdontellenedevoit

pasespererdejouir…"

(私 は ち ょ う ど カ モ エ ン ス の 作 品 が イ エ ン ド

(江 戸)で は 知 られ て な い の と 同 じよ うに 、

ポ ル トガ ル で 知 られ て い な い 或 る作 家 の 作 品

を翻 訳 し た。 そ し て 私 は…)

LeLitteratureJapolmoiseestd'ailleurssi

fortignor6ellEurope,qu'ondoitsansdoute

metenirquelquecomptedecequej'aieuIa

modestiedene_"

(日 本 の 文 学 は ヨー ロ ッパ で は あ ま りに も知

られ て い な い の で 、 私 は こ の 作 品 を 自分 だ け

の もの に せ ず 、 こ う して 公 表 す る私 の 謙 虚 な

気 持 ち を ど うか 汲 ん で 頂 き た い … ・)

AYendo&aMeacotoutesIesBibliothe-

quesm,ont6t60uvertes;ilyaauJaponune

souledeGrands・hommes,Historiens,Poetes,

Geometres,Phisiciells.OncomptedansIa

Capitalejusqu'adixGeniedanschaque

genre.Quelfonds!

(イ エ ン ド(江 戸)や メ ア コ(都)の す べ て

の 図 書 館 は 私 に そ の 蔵 書 の 利 用 を 許 して くれ

た 。 日本 に は 多 くの 優 れ た 人 達 、 歴 史 学 者 、

詩 人 、 数 学 者 、 物 理 学 者 が い て 、 首 都 で は お

の お の の 分 野 に お い て 十 人 の そ の 道 の 天 才 を

挙 げ る こ とが で き る 。 … 〉

以 上 の 記 述 に 出 会 い 、 ひ ょ っ とす れ ば こ の

書 の 原 典 はや は り江 戸 か 都 の 某 の 文 庫 に蔵 さ

れ.て い るや も しれ ぬ と憶 測 して み る 。 とい う

の は 、 本 書 が 本 館 の 「東 西 交 渉 史 関 係 文 献 コ

レ ク シ ョ ン 」 に 含 ま れ て い る か ら で あ る 。 だ

が 、 本 文 の 内 容 に い た っ て は ま っ た く と る に

た ら な い 、 あ りふ れ た 小 説 で あ り、 そ こ に は

日本 的 な も の 、 東 洋 趣 味 的 な もの は み じん も

な い 。 関 係 書 誌 、Cordier,H."Japonica".

Pag6s,L　 Bibliographiejaponaise"ま た

LauresJ.更 喝KirishitanBunko"の 何 れ に も 著

録 さ れ て い な い 。

とす れ ば や は り本 書 は 虚 構 の 書 に ち が い な

い 。 で は 一 体 著 者 は 誰 で 、 何 時 、 何 処 で 出 版

さ れ た の で あ ろ うか?本 書 の 印 刷 さ れ た す

べ て の ペ ー ジ を く っ て も、 ま たBrunet,J-C.

"ManuelduLibraire"に あ た っ て み て も な ん

の 手 掛 か り も え ら れ な い 。 幸 い な こ とに 、 表

表 紙 に つ づ く遊 び 紙 の 裏 に 旧 蔵 者 に よ る下 記

の ブ ル ー の 鉛 筆 で の 書 き入 れ が あ る。"Grigri

pardeCahuzac-1749".こ れ に よ っ て ま

ず 本 館 の0.C.L,Cに よ っ て 検 索 し て み る と

う ま く ヒ ッ ト し、 や っ と本 書 の 正 体 が わ か っ

た。 著 者 はCahuzac(Cahusac)、Louisde

(1706-1759).刊 行 年 に つ い て は 、"Fictious

imprint;printedinParisPin1739"と で て い

る。 更 に 本 書 は 全 米 で カ リフ ォ ル ニ ア 大 学 図

書 館(ロ ス ア ン ジ ェ ル ス校)の み 、 そ の 存 在

が 知 ら れ て い る。 更 に パ リの 国 立 図 書 館 の 蔵

書 目録 、ラ ル ー ス百 科 事 典 、人 名 辞 典(DictiOn・

nairedebiographiefrangaise,Tom.7)等 の 記

述 を ま とめ れ ば 、 本 書 は18世 紀 フ ラ ン ス の 劇

作 家 カ ユ ザ ッ ク(Cahusac,Louisde.1706

-1759)の ま ぎれ も な い 創 作 で
、1749年 、 パ

リに て 刊 行 さ れ た もの で あ る。 な お 著 者 カ ユ
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ザックは本編の他に多 くの悲劇、喜劇作 品が

あ り、進歩的な作家でデイ ドロ・ダランベール

の 「百科全書」では ヨーロッパの主要な芝居

やオペ ラ関係の項 目を執筆 している。

たぶん著者は当時のフランスにおけ る東洋

趣味の流行 に竿さす意図で本書 を書 いたのか

もしれ ない。 ちょうど 「きりしたん文化」の

もてはやされていた時に 「奉教人の死」 を発

表 した芥川の場合 となにか通ずるものがある

ようにお もえるし、 もし芥川が本書の存在 を

しっていたとすれば尚更興味 を呼ぶ書 といえ

る。

いずれに して も人さわがせ な一書である。

とんだ東西交渉史文献である。 ちなみに標題

にみ られ るポル トガル語への訳者名"Hadec-

zuca"は 著者の本名のアナ グラム(語 句のつ

づ りか え)で ある。

(稀潮書室兼務 書誌学)
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